




















｢生きる力の育成｣というときの ｢生きる｣とはどういうことか｡ この ｢生きる｣を教







ということは,医師にとって ｢死ぬ｣と対極にある ｢生きる｣ とは,外からの刺激に対 し
て身体が適切に反応すること,である｡
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乱暴だが,こういうやり方で教育における ｢生きる｣の客体化を試みてみよう｡ ｢外か ら
の刺激｣に相当するのは教育の場合 ｢文化の働きかけ｣,｢身体が反応する｣ に相当するの
は ｢主体が働き返す｣となろう｡ そうすると,教育において ｢生 きるとは,文化の働きか
けに対 して主体が適切に働き返すこと｣である.ただし, この場合の文化 とは文化一般で
はない｡学校文化,つまり,国語 ･算数 ･理科というように各教科 として整備された文化
であり,また ｢道徳の時間｣,｢特別教育活動｣として整備された文化である｡ したがって,
教師にとって ｢生きるとは,学校文化の働きかけに対 して主休が適切に働き返すこと｣ と
とらえられる｡










･客体化 した知識を学習者の発達段階に即 してモデル化 し,パ ック化する (教科書 ･テキ
スト･テスト問題集としてコンパクトにパック化,これによって知識の系統化,体系化
も進行)
･パック化 したものを商品化する (これによって教育の共通化,一般化, マス化,学習者
のステレオタイプ化が進行)
･商品化することによって知識を商品として受け渡 し (売買)することが教育することと
みなされる (これによって ｢生きる｣ことと学ぶこととがいよいよ帝離 していく) よう
になり,












･自ら設定 した学習課題について考える (｢かんがえる｣の語源は ｢かんかふ｣｡｢か｣ は
｢かれこれ｣の ｢か｣,｢ん｣は ｢み ･身｣,｢かふ｣は ｢交ふ｣｡ した'がって ｢かんかふ｣
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は ｢かれこれ｣と ｢身｣を ｢行き交わす｣(注2),つまり課題について頑だけといわず
身体全部を使って関わりをもつことが ｢考える｣の本義)ことを進め,
･そうやって考えたことを基に自ら判断する (課題とした ｢実の文化｣｢生の文化｣ につい
ての知識を習得するだけではすまされず,いかに新 しい ｢実の文化｣｢生の文化｣づ くり
としての自己表現<行動 ･行為>をするかについての知を生産する)ことが求められ,
･そうやって判断したことに基づいて自己表現 (行動 ･行為)する (文化の働きかけに対
して ｢主体が働き返す｣ことを具体的に試行 し,実践する)ことがスタートする｡
こうして ｢実の文化｣｢生の文化｣に働きかけられ,｢実の文化｣｢生の文化｣を試行 し,











医師の務めは ｢外からの刺激に対 して｣｢適切に反応する｣機能を低下させた ｢身体｣をい
かに快復させるかにある｡同様にとらえれば,｢文化の働きかけに対 して主体が適切に働き
返すこと｣を以て ｢生きる｣とする教師の務めは,｢文化の働きかけに対 して｣｢適切に働























二 二 コ ~ →望喜歪芸…芸芸三富haを創るた
-→媒材によって自己を創る力
･判断 したことに基づいて表現 (行動 ･行為)するカー一日己表現する力
以上,｢総合学習｣の課程を実質的内容の面と形式的内容の面から見た｡図示すれば次の
図 1｢r総合学習』の課程｣となろう｡
図 1のいちばん下に ｢○○生活づくり共 ･協同活動｣と置いたのは,これが ｢総合学習｣
の学習内容であることを示している｡｢○○生活づくり共 ･協同活動｣をするのは前項 1で
述べたように学習者 ･子どもや教師や市民である｡ もちろんその中心,中核 となるのは子
どもであるが,その援助者としての教師や地域在住のゲストティーチャー, その発信相手
としての地域住民 ･市民も巻き込んで,みんなが ｢○○生活づ くり共 ･協同活動｣者なの
である｡教科学習をするのは学習者 ･子どもなのに対 して,｢総合学習｣をするのは学習者 ･
子どもや教師や市民としたのには,このような意味を込めている｡
この ｢○○生活づくり共 ･協同活動｣は,図の中央に下から ｢媒材づ くり｣- ｢自己づ
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｢総合的学習の時間｣ ･｢輪台学習｣の区分
総合的と ｢的｣と称するか否かの区分である｡第 4の教育課程としての ｢総合的学習の
時間｣が第 1の教育課程 ｢教科教育｣に吸収されないための歯止めとして, この二つの区
分は厳密にしておいたがよい｡｢教科教育｣課程の論理である合科学習 ･関連学習 ･横断的








図1に示 したように,ここでは ｢○○生活｣の現状把垣をする｡ そのためには ｢○○生
活｣の観察-調査-分析･-考察をしなければならない｡そのために ｢○○生活｣とのコミュ
ニケ-､ション活動を進めるoこれを進めるのは ｢私的自己表現としての手段作文｣(注 5)
に拠ってである｡｢○○生活｣の現状についての ｢取材カード作成｣(注 6)によって ｢○
○生活｣の現状を客体化する作業を進めるのである｡つまり,｢興味の喚起｣から ｢関心の















で ｢○○生活｣の現状把握のための ｢公的自己表現としての手段作文｣ としての取材カー
ドに拠って ｢○○生活づくり｣のための論理づくりをスター トさせるのである｡ そのため
には共同体の構成員同志のコミュニケーション活動によって ｢○○生活づ くり｣をする
｢活動日的｣や ｢活動目標｣について,誰が,何のために,誰に,何を,どうするかの観点
から確定し,確認 し,共通理解すると同時に,その仕方 (方法) についての学習 も広げ,




ここでは ｢○○生活づくり｣を共 (協)同によって実践-具現 していく｡ この実践-具
現の詳細は ｢私的自己表現としての手段作文｣としての ｢取材カー ド作成｣として記録す
る｡そして,これをもとに ｢○○生活づくり｣の論理はこれでよいかが常に相互点検され,
｢○○生活づくり｣の構想-構成-計画-準備の見直しと修正が進められ,そこからまた新




ここでは ｢○○生活づくり｣の成果を公開し-評価することが進められる｡ つ くりあげ




































I l l l l I l l 欲Ⅹ｣と掛け合わされることによって生
力 知 理 能 技 学 体 意 じるその総体である｡｢掛け合わされる｣
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分からない,未熟であるという理由でもって学習者 ･子どもは, いっ も知 っている (っ も






















条件(卦 情報収集の方法を明確にもっ ｡ -→学習⑨
l














条件⑥ 条件①に従って､情報のピック-学習⑥ 学習①を確認 し､学習⑤から必要
アップができる. 1 な情報を取り出す.
条件(卦 条件①に合うように情報の不備-学習⑦ その情報を自己表現､自己創造に
を補い再構成ができる｡ 1 活用 しやすいようにつ くり変える｡
条件(参 情報間の関係づけができる｡ -学習⑧ 学習⑥､学習(罫で得たことを結び
l 付けたり､組み立てたりする｡
条件(昏 関係づけた情報の意味付けがで-学習⑨ 学習(参が学習(丑に照らしてどうか


























次貢の図 2は,先の図 1をもとに ｢総合学習｣におけるコミュニケーション 活動の位置
づけを見たものである｡
(む ｢輪台学習｣におけるコミュニケーション活動の位相
見たように ｢総合学習｣は,｢○○生活文化づくり共 (協)同活動｣である｡ この活動が
展開せられるためには,次貢の図 2に示 したような ｢コミュニケーション活動 1･2･3｣
が欠かせない｡









コミュニケーション活動 2は,コミュニケーション活動 1で生成 した ｢○○生活現状｣





































現｣情報によってつくりあげた新 しい ｢○○生活｣の実体を,共同体へ提供 し,共同体で









(》 コミュニケーション活動 1では,共同体がよって立っ ｢○○生活の現状｣情報
を,その共同体の構成員となって生成,共創する｡
② コミュニケーション活動 2では,新 しい ｢○○生活の具現｣情報をその共同体
の構成員となって生成,共創する｡






① コミュニケーション活動 1は, 2(2)④に示 した ｢コミュニケーション活動のプ
ロセス｣の主として ｢条件①(卦③④(勤⑪｣に沿って展開する.
(参 コミュニケーション活動 2は, 2(2)④に示 した ｢コミュニケーション活動のプ
ロセス｣の主として ｢条件⑦⑧⑨⑩｣に沿って展開する｡




以上見たコミュニケーション活動 1･2･3は, 2(2)②に示 した ｢コミュニケーション
活動の基礎 ･基本A-D｣に次のように対応 している｡
基礎ABの学習に取りかかり易いのはコミュニケーション活動 1である｡ 自己表出とし
てのコミュニケーション活動を量的に増やす活動も容易である｡ しか し, それだけに井戸
端会議となってしまうことも多い｡そこで基礎Bについては,特に収集 した情報を伝え合
う段階で,できるかぎり早 く二次的言語による自己表出を要求 していくようにする｡ Itは
いえ,情報の軽重化や関係づけや意味づけや価値づけの段階では, まだまだ一次的言語の
十分な活用が必要である｡
コミュニケーション活動 2では基本CDの活動が要求される｡ しか し,新 しい情報を創
意 ･発想 していく活動を二次的言語で進めるのは容易ではない｡だか ら, ここは二次的言
語への移行を急がず,一次的言語の活用で進める｡
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基本CDの活動がいちばん求められるのはコミュニケーション活動 3である｡ コ ミュニ
ケーション活動の相手が表現対象,表現相手,自分 (たち) 自身へ と広が り,深 まるか ら
である｡
以上のことか らコミュニケーション活動力を次のようにとらえておこう｡
コミュニケーション活動力- (コミュニケーション活動の基礎 AB+コ ミュニケーシ ョン
活動の基本CD)カ























(4)拙著 r書くこと- 休験 ･再構成 ･自己表現｣(285p以下参膿｡近代文芸社2000)
(5)(3)に同じ｡
学習者 ･子どもがそれぞれ自分なりにやった (だから ｢私的自己表現としての｣である)｢○○生活｣ の観察一
調査-分析一考察のようすを詳 しく記録する｡この記録は, ｢○○生活｣の現状を客体化するためのものであって,
よい作文として仕上がればそこで終了するという作文ではない｡だからこれを作文を仕上げることが目的となる目
的作文に対して手段作文と称するのだが,その子なりに客体化 した ｢00生活｣の現状は.次に学習者 ･子どもの
属する共同体共通の現状把撞-と昇華させられなければならない｡その作業のようすとその結果を記録 したもの,
それが公的自己表現としての手段作文となるのである｡
(6)(3)に同じ (62,63p参照)｡ここでいう ｢取材カード作成｣はメモ程度のものをいうのではない｡柳田邦男が言 う
(｢事実の考え方｣154p,新潮文庫1991)ように,
(1)｢現場取材で一般的な雑感を描写するだけでなく,どんな小さなことでも,事件の本質につながるような端著を,
























(8) 岡本夏木著 rことばと発達』(32p,岩波新書1985) に拠る｡｢場と密着 している｣｢場を共有している｣｢相手との
交互の行き来がある｣のが一次的言語.｢場から離れている｣｢他者とは場を別にする｣｢一方的に自分から発信す
るのみ｣となるのが二次的言語である｡
(9) ｢共創｣の概念は清水博 ･前Jt正雄著 丁競争から共別へ一場所主義経済の設計｣(岩波書店1998)に拠る｡
